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３）阪神南地域 

日 時：平成16年６月６日（日） 14：30～17：30 

会 場：西宮市市民交流センター／ホール 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１４：３０  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１４：３５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１４：５５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   

        被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１５：３５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１５：４５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１５：５５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１６：３５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分ずつ 
 

１６：４５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１６：５０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１７：２５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１７：３０  終了

ステップ１の整理 

（40分）

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

 

被災地が 
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・阪神南地域ワークショップの様子 

まずは自己紹介でリラックス 各班で議論が白熱する場面も

ステップ１でまとまった意見を発表 身振り手振りで自分の班の内容をアピール

代表者によるステップ１のまとめ ステップ２についても各班で発表

ステップ２のまとめは会場全体で行った まとめた項目に順位付け
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：阪神南地域のまとめ 
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震災後10年間を振り返って（阪神南地域）

1126

28

9

16

29

9

30

6 5 5 7

0.0%

(0点)

0.0%

(0点)

11.4%

(5点)

11.4%

(5点)

13.6%

(6点)

15.9%

(7点)

40.9%

(18点)

43.2%

(19点)

50.0%

(22点)

52.3%

(23点)

61.4%

(27点)

70.5%

(31点)

75.0%

(33点)

9.1%

(4点)

0

10

20

30

40

50

地

域

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

、

グ

ル

ー

プ

活

動

や

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

つ

な

が

り

は

向

上

し

た

が

新

し

い

ま

ち

で

は

不

足

し

て

い

る

震

災

体

験

で

得

た

意

識

が

風

化

し

て

、

備

え

や

防

災

対

策

が

不

十

分

だ

防

災

意

識

は

向

上

し

た

が

、

今

後

の

災

害

に

対

す

る

備

え

は

ま

だ

ま

だ

だ

新

し

い

産

業

の

仕

組

み

な

ど

は

生

ま

れ

た

が

、

経

済

の

復

興

は

こ

れ

か

ら

だ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

精

神

の

め

ば

え

ほ

ぼ

ハ

ー

ド

の

復

旧

は

で

き

た

が

、

ま

だ

ま

だ

な

と

こ

ろ

も

あ

る

制

度

未

整

備

が

大

き

い

が

、

行

政

に

頼

ら

ず

自

ら

行

動

す

る

大

切

さ

が

実

感

で

き

た

震

災

の

経

験

を

発

信

し

、

復

興

か

ら

次

の

ス

テ

ッ

プ

に

進

み

だ

し

た

景

観

や

芸

術

文

化

、

ま

ち

の

復

興

が

遅

れ

て

い

る

健

康

第

一

・

い

の

ち

が

大

切

だ

と

わ

か

っ

た

子

育

て

や

学

校

と

の

連

携

を

大

事

に

し

よ

う

主

に

高

齢

者

や

遺

族

へ

の

心

の

ケ

ア

が

で

き

て

い

な

い

あ

る

程

度

自

分

で

食

事

を

作

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

自

分

自

身

の

非

力

さ

を

改

善

で

き

な

か

っ

た

枚数(枚)

0

20

40

60

80

100

割合(％)

意見総数 参加者の投票率

・「震災後10年を振り返って」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪神南地域の参加者44名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大きく14

項目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思う意見を５つ選び、丸シールを用いて順位

付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「ほぼハードの復旧はできたが、まだまだなところも

ある。」に含まれる意見が３番目に多かったが、順位付けの段階では、「震災体験で得た意識が風

化して、備えや防災対策が不十分だ。」、「新しい産業の仕組みなどは生まれたが、経済の復興はこ

れからだ。」、「ボランティア精神のめばえ。」を重要だといった意見の方が上回っている。 

 

また、「景観や芸術文化、まちの復興が遅れている。」という項目の中には、「情操面で荒廃が感

じられる」という意見もあった。 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
は
向
上
し
た
が
、
新
し
い
ま
ち
で

は
不
足
し
て
い
る
。 

自
分
自
身
の
非
力
さ
を
改
善
で
き
な
か
っ
た
。 

あ
る
程
度
自
分
で
食
事
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

主
に
高
齢
者
や
遺
族
へ
の
心
の
ケ
ア
が
で
き
て
い
な

い
。 

子
育
て
や
学
校
と
の
連
携
を
大
事
に
し
よ
う
。 

健
康
第
一
・
い
の
ち
が
大
切
だ
と
わ
か
っ
た
。 

景
観
や
芸
術
文
化
、
ま
ち
の
復
興
が
遅
れ
て
い
る
。

震
災
の
経
験
を
発
信
し
、
復
興
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
み
出
し
た
。 

制
度
未
整
備
が
大
き
い
が
、
行
政
に
頼
ら
ず
自
ら
行

動
す
る
大
切
さ
が
実
感
で
き
た
。 

ほ
ぼ
ハ
ー
ド
の
復
旧
は
で
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
め
ば
え
。 

新
し
い
産
業
の
仕
組
み
な
ど
は
生
ま
れ
た
が
、
経
済

の
復
興
は
こ
れ
か
ら
だ
。 

防
災
意
識
は
向
上
し
た
が
、
今
後
の
災
害
に
対
す
る

備
え
は
ま
だ
ま
だ
だ
。 

震
災
体
験
で
得
た
意
識
が
風
化
し
て
、
備
え
や
防
災

対
策
が
不
十
分
だ
。 



 38

・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：阪神南地域のまとめ 
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将来に向けて（阪神南地域）
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく13項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「災害に強い地域のつながりを強め、リーダーを育て

ることが大切だ。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「震災で得た経験や知

恵を風化させることなく、継承し発信し、お返ししていこう。」の方が上回った。また、カード枚

数が３番目に多い「県民が行政に望むことは、住宅を含む公的な支援システムをさらに充実させ

ることだ。」も順位付けの段階で、「普段からの地域の人の和やつながりを地域の財産にしよう。」

などの方が上回り、10番目になった。 

 

また、「車中心ではなく環境や芸術文化に配慮した人間中心のまちを作りたい。」という項目の

中には、「芸術文化に触れる機会づくりをする」、「芸術文化は地域の「力」です」という芸術文化

を育もうという意見や「子どもたちが自然に親しめる」、「地域の環境を美しくする」、「地球温暖

化を防止しなければ地球が危ない」といったような環境問題に関する意見もあった。 
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